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　本棚の隅の「愛蔵書」
背表紙のない本
『趙文敏公松雪斎全集』
櫻井　智美§
　本というものは、背表紙をおもてにして立て
られる。図書館でも書斎でもたいていそうであ
る。歴史の研究者は一般的に「本持ち」が多く、私もその例に違わないが、
私の蔵書も、狭いスペースを有効活用した二段詰めの分は別として、やは
り大部分、背表紙が見えるようにして並べられている。ただ、一つの本棚
だけは全く様相が違う。新旧の線装本・拓本などのコーナーである。線装
本は、片面印刷した紙を二つに折り、それを糸で綴じたものがほとんどで
ある。無論、背表紙はないし、帙という箱に入れない限り立てて置くこと
もできないから、底を表側にして平積みにすることになる。
　そのコーナーに、茶色の油紙に包んで無造作に置かれているのが、私の
愛蔵書『趙文敏公松雪斎全集』である。趙文敏公とは、書画で名を馳せた
元代の士人趙孟頫（ちょう　もうふ、あざなは子昂）のことで、「松雪斎」
は彼の書斎名だから、本書は趙孟頫の著作全集といったところか。趙孟頫
の著作はいろいろなかたちで現在に伝わっており、本書は、光緒八年（1882）
清代の中国で出版されたバージョンである。流通の過程で所々に折れや破
れもでてきているが、戦争や文革期にあっても大切に保管され百年以上を
経た本が私の手許にあることがうれしいし、その本がたどってきた歴史に
想像が膨らむ。
　私は卒業論文「元代江南知識人の活動」で趙孟頫の活動と生涯を扱った。
大学に入ってから初めて歴史をライフワークにと志した私にとって、趙孟
頫研究はその第一歩となった。本書は趙孟頫と同時代の一次資料ではない
し、全集にしては漏れも多いため、資料的な価値は高くない。しかし、趙
孟頫の著作は、本書を以て清代以降の人々に広く流通することになった訳
で、その意味では、私もその一端に加わった気分である。
　本書を北京瑠璃廠の書店で見つけたのは、十年前北京に留学していた時
のことであった。物価の安い中国に暮らす留学生にとって、古本に八百元（当
時のレートで一万五千円ほど）を費やすのは気が引けた。それでも、歴史
研究を志した記念と、留学して頑張っている自分への褒美にと、心の中で「え
いやー」のかけ声をかけて財布をスッカラカンにしたのを覚えている。資
料価値の高くない本は、結局、研究の際に使われることもないまま、我が
家の線装本コーナーに無造作に積まれているのだが、その存在自体が、苦
労した卒業論文執筆を思い起こさせる。
　さて、本学の図書館にも新旧の線装本が所蔵される。「和装本」として帯
出が制限されているものが多いが、書庫に入れば、思わぬところで手にと
ることが可能である。背表紙のない本は、それ自体の経てきた歴史を感じ
させる温かみがある。
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